
















一号の牧野金蔵、その 14 年後の 1900 年に正規移民第一号として移住
した榛

























































































1985 年 9 月刊行の第 66 号まで、その形式は変わることなく継続され
たのである。（註 2）
　題号は、創刊号から第 5 号（1969・7）までは『季刊日本文藝』と














































戸塚九平、第 30 号（1973・11）から第 37 号（1975・6）までが編集・





第 51 号（1980・10）から第 54 号（1981・8）までが編集・崎原朝一、




　同人会員の会費は、最初、年間 2000 ペソ（1969 年）だったものが
1972 年（第 23 号）には 5000 ペソ、1974 年（第 33 号）に新ペソとなっ
て 50 ペソ、1976 年（第 41 号）には「物価高騰のため」300 ペソ、
1977 年（第 45 号）には「インフレの進行に対処するため」1000 ペソ、
1979 年（第 49 号）には 20000 ペソに跳ね上がり、1980 年（第 51 号）
には 30000 ペソ、1981 年（第 54 号）には 50000 ペソ、1982 年（第


























































































　1968 年 9 月に創刊された第１号は、前述したように『季刊日本文藝』
という題号である。編集・発行は「アルゼンチン日本文芸会」、印刷





載していることである。第 1 号では自由詩 7 編、随筆 3 編、民謡 1 編、
童謡 1 編、短歌 4 名・計 20 首、俳句 10 名・計 58 句、川柳 6 名・計





























































































































































































































































れている。通常の『あるぜんちん日本文藝』は新聞紙 1 枚、両面 2 頁















































































































増山は、1919 年 2 月北海道生まれ。札幌第一中学卒業後、北日本植



































































8 月もっとはるかな 8 へ卵生ヒロシマ
8 月都市へしらじらながれる蓄群イー
　このような崎原の句に対して、原は「「8」は、一般的には数字とし




















































































　他にも「固形スープたち」（第 4 号、1969・5）、「O 氏の葬儀」（第



































































































出　233 ～ 244 頁）に詳しい。
５ 『らぷらた報知』創刊の事情については、『アルゼンチン日本人移民史　第二
巻戦後編』（前出、37 ～ 38 頁）に記載されている。
６ 増山の柳守治についての記述は、「『昭和一三期回想』」（『牧笛　アンディノ・
クラブ五十年記念誌』1985・７）、「風来坊「ドン・サウセ」ことヤナギ・モリ
ジ夜話」」（『巴茶媽媽』創刊号、第 2 号、1990・2）、「風来人柳守治の足跡」（『ア
ルゼンチン日本人移民史　第一巻戦前編』2002・6）がある。
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90
７ 拙論「アルゼンチン日本語文学論――『巴茶媽媽』について――」（『異文化』
13 号、2012・4）を参照されたい。
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